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「介護現場への実装に向けて、多角的視点からニーズを把握する」
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説明内容

１．介護現場の状況（人材不足、要介護状態の理解、環境要因、
介護行為及びその提供における展開過程）について

２．製品開発における介護現場との連携（効果検証）及び製品
安全への対応について

３．介護現場の生産性向上（介護現場改革）と「科学的介護」
への展開について

４．今後の方向性について（市場拡大と海外展開）
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１．介護現場の状況（人材不足、要介護状態の理解、
環境要因、介護行為及びその提供における展開
過程）について

【論点】

① 介護が提供される現場の状況及び介護過程の展開について理解する。

② 介護現場において、「有用」であり、「効果」があること、「負担軽減」となるのは、
「誰のニーズ」に即した製品なのか？

  また、利用するのは一人ではなく、個々の状態が異なる方々が利用する。さら
に介護職の技能（スキル：知識・技術）も異なる。

③ 製品（機器）が活用される「利用場面」、「利用環境」は、「実験室」の状況とは
 異なる。また、導入時のサポート（操作性・疑義対応）、メンテナンス、消毒等へ
 の対応も重要となる。
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出典 ： 独立行政法人 労働政策研究・研修機構 「早わかりグラフで見る労働の今」 産業別就業者数 （2025年3月10日更新）
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出典 ： 独立行政法人 労働政策研究・研修機構 「早わかりグラフで見る労働の今」 産業別就業者数 （2025年3月10日更新）
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出典 ： 独立行政法人 労働政策研究・研修機構 「早わかりグラフで見る労働の今」 産業別就業者数 （2025年3月10日更新）
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介護現場において介護サービスを提供している人員の技能（知識・技術）は一律ではない
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高 齢 者 保 健 福 祉 ３ 原 則

＊デンマーク「高齢者問題委員会」（1979～82）において、委員長のﾍﾞﾝﾄ･ﾛﾙ･ｱﾅｾﾝ（ﾛｽｷﾙ大学教授、後に福祉大臣）が提唱したもの。我が国の介護保険制

度創設にも大きな影響を与えた基本原則。

〇人生の継続性の尊重    地域包括ケア、在宅重視、居住保障

→ 要介護状態になっても、可能な限り、住み慣れた自宅（地域）での生活を維持する。（Community-based care）

    →   社会生活を営んできた高齢者を社会から切り離すことをしない。 （Relocation  damage）

〇自己決定の尊重  利用者主権、選択の保障、情報開示

→ サービス利用において、高齢者とサービス提供事業者を契約の当事者として、事業者側から十分な説明（情報提供）がなされ、利用者がこれを理解

した上で、同意（拒否）すること。（「説明と同意」：Informed consent）

〇残存能力の活用  リハビリテーション重視、予防重視、活動参加（ICF）、福祉用具の活用

→ 利用者の能力や環境を過小評価せず適正にアセスメントし、可能な限り、利用者の能力を活かせるように工夫すること。
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「 自 立 支 援 」  と は

〇「自立支援」=｢自己決定｣＋｢自己実現｣であり、専門的な技能（知識・技術）をもって、あくまで支援者として、これを支援するということ

生 命 倫 理 の ４ 原 則

＊1997年に、ﾄﾑ･Ｌ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ､ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･F･ﾁﾙﾄﾞﾚｽが『生命医学倫理の諸原則』 において提唱した医療従事者としての行動倫理

〇自律性の尊重  （respect  for  autonomy） : 患者自身の決定や意思を尊重すること

＊ 「自律」とは、「自分の意思で決定することのできる人が、選択する自由がある状況で、自身のことを

自分で決め、行動すること」。カントの道徳論、「自由な行動とは、自律的に行動することで、自律的とは自然の命令や社会的な因習ではなく、自ら課した

法則に従って行動することである」という、カントの道徳論を基礎としている。

〇無危害 （non-maleficence） ： 患者に危害を及ぼさないこと

〇善行 （beneficence） ： 患者のために最善を尽くすこと

〇公正 （justice） ： 患者を平等かつ公平に扱うこと

介護現場の職員は、どのような倫理観の下で働ているか



「思考過程の共有化」を目指した
介護人材育成の取り組み

○アセスメント →利用者等の状態把握の共有化

○課題認識 →より多くの「専門職」の多角的な分析

○適切な介護の提供 →介護技術の標準化
「根拠」を示し説明できる

○危機管理 →リスクアセスメント、リスクマネジメント

○記録や申し送り →情報の共有化、多角的分析

○指導・教育 →介護現場でのＯＪＴの標準化
→コーチング、傾聴等の技法

○利用者、家族、関係者との共有化
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→ 機器やシステムの開発者にも、踏まえておいていただきたい「思考過程の共有化」
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ニーズとシーズのマッチングが重要であり、そのパイプ役となる機能が求められている
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